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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、看護理工学という新しい視点から看護技術を開発し、臨床研究を迅速に行うため
に、看護系大学と病院とのコラボレーションを担うコーディネーターを育成するという看護学
独自のトランスレーショナルリサーチのシステムを構築し、その評価を行うことを目的とした。
看護理工学に基づく新たな看護技術の開発、トランスレーショナルリサーチコーディネーター
育成プログラムの開発と評価、およびトランスレーショナルリサーチが看護の質に及ぼす影響
の検討を行い、臨床で活用しやすい研究結果の公表・共有形式と新たな情報技術の浸透性や活
用可能性に関する知見を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of the present study was to establish the unique translational research system 

in nursing science based on nursing engineering which develops new nursing technologies 

and supports the implementation of these new techniques to clinical settings by 

translational research coordinator. By conducting research and development of new nursing 

technologies, building up of the education program for translational research 

coordinators, and investigating the effect of translational research on nursing quality, 

we found new insight for implementing the knowledge to clinical field. 
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１．研究開始当初の背景 
日本の看護学は、近年の Evidence Based 

Nursing の思考のもと、科学的な根拠を見極
める手法を取り入れ臨床実践は大きな発展
を遂げた。しかし高度医療が加速度的に進歩
する一方で、新しい看護技術の開発・導入が

立ち遅れ、求められる能力と現実のギャップ
の中で看護師は疲弊しているといっても過
言ではない。この問題を解決するには看護研
究におけるパラダイムシフトが喫緊の課題
であり、その解決策に看護学におけるトラン
スレーショナルリサーチ（TR）の実践を提唱

機関番号：１２６０１ 

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：2007 ～ 2010 

課題番号：19209065 

研究課題名（和文） 看護理工学を基盤としたトランスレーショナルリサーチシステムの構築 

  とその評価 

研究課題名（英文） Development and evaluation of translational research system based 

                   on nursing engineering 

研究代表者 

真田 弘美 （SANADA HIROMI） 

東京大学・大学院医学系研究科・教授 

研究者番号：50143920 

 

 



 

 

21年度

20年度

19年度

問題の明確化

図2：Translational Research System

臨床評価

・大学院教育
キャリアアップコース

コンサルテーション
情報収集・提供

研究手順、調整の支援

コーディネーター

システム別要素評価（対象、視点、基準）

ベンチマーク式総合評価

看護実践
・外来運営
・病棟

1.ＴＲ実践による新しい看護技術の開発

3.看護実践の質の向上に貢献するシステム評価

R and D

・看護理工学

新しい看護技術の開発
機器・システム

2.コーディネーター育成のプログラム開発

企業

産学連携

したい。 
TR と は 1995 年 に 米 国 の National 

Institute of Health が、遺伝子治療臨床研
究を指して用いた用語であり、臨床応用が見
込める優れた基礎的な研究を迅速に臨床レ
ベルの治験に移し、患者の診断や治療に役立
てる一連の研究を指す。これは、基礎医学に
おいて分子生物学的に革新的な発見が続く
中、研究者が論文のみを重視し、研究結果を
医療に役立てるという本来の医学研究の目
的を見失ってきたことへの反省ともいえる。
日本では、特に新薬の臨床応用に向けて、迅
速に治験が展開できるように TR センターを
設置している大学病院もある。 
一方、看護学においては TR への取り組み

は非常に遅れているが、理由は大きく二つあ
る。一つ目には TR のシーズとなる機器や技
術の開発の基盤を成す理工学領域の基礎研
究が不足していることである。二つ目には付
属病院に教員を持つ医学部とは異なり、基礎
的研究機関である看護系大学と、臨床研究の
対象となる病院・施設との連携の難しさがあ
る。つまり、TR を実践するためには看護領域
における独自のシステムを構築し、評価する
必要があるが、国内外において未だその研究
報告はない。 

本研究の学術的な特色は、看護学の研究領
域に、看護工学では不足していた、化学、物
理学、生物学といった基礎研究に焦点をおい
た「看護理工学」の必要性を臨床研究におい
て実証することである。理学は基礎科学、工
学は応用科学であり、この連携により新しい
技術が開発されると予測される。その技術は
機器、システムといったプロダクトとなり、
従来の生活の援助技術に新しい看護学の視
点を取り入れることができる。看護系大学と
病院施設のユニフィケーションの重要性を
研究の視点から実証することが重要である
が、看護大学と病院との連携システムの構築
の評価を行う手段がないために、その効果は
明らかにされてこなかった。 
 

２．研究の目的 
看護理工学という新しい視点から看護技

術を開発し、臨床研究を迅速に行うために、
看護系大学と病院とのコラボレーションを
担うコーディネーターを育成するという看
護学独自の TR のシステムを構築し、その評
価を行うことを目的とした。 
 

３．研究の方法 
本研究では図 1に示すような看護学におけ

る TR のコンセプトを形成し、それを実践で
きるためシステムを構想した。これは、看護
理工学、大学院教育、臨床実践の連携を、コ
ーディネーターが担う方策である。 
このコンセプトを基に大学側のキャリア

アップコースおよび看護理工学分野と、病院
側の看護実践の場が連携して、臨床での問題
を明確化し、その解決策として新しい機器、
システムというプロダクトを開発し、看護外
来や病棟で有効性を評価する。そのプロセス
を円滑にすすめるために、コーディネーター
が介在し研究をマネジメントする。その評価
のために病院における看護の質保証の部門
を置くこととした。本研究はこれらのシステ
ムが実質的に稼働しうるかを検証すること
を目的とした（図 2）。 

 
４．研究成果 
［看護理工学に基づく新たな看護技術の開
発］ 
 まず、具体的な新しい看護技術として、創
傷感染を早期にアセスメントする技術およ
び、産後女性の Body-Reconstruction プログ
ラムの開発を行った。 

創傷感染アセスメント技術においては、臨
床研究より、褥瘡の治癒遅延の際にどのよう
な徴候が生じるかを明らかにし、微細な炎症
が持続することを早期にアセスメントする
重要性を明確にした。その結果を受けて、炎
症が生じる原因のアセスメント手法の開発
に着手し、緑膿菌による創傷感染をモデルケ
ースとし、緑膿菌の遺伝子発現制御システム
であるクオラムセンシングシステムに着目
した実験を行った。クオラムセンシングとは、
細菌が自身の空間における密度を感知し、シ



 

 

グナル分子が一定の密度を越えたときに病
原遺伝子の発現を上昇させるシステムであ
り、細菌が効率よく宿主への攻撃を仕掛ける
ための戦略であると考えられている。動物実
験の結果、クオラムセンシングシステムが創
傷感染に必要であることを初めて証明した。
また、創傷の滲出液を解析することで細菌の
病原性を推定できる新しい遺伝子発現解析
技術である滲出液 RT-PCR 法を確立した。こ
の技術を用いて臨床の褥瘡より滲出液を採
取し、感染マーカーの発現を確認することが
でき、新しい技術開発につなげる基礎知見を
得ることができた。また、産科外来での妊
婦・褥婦のニーズと助産師の指導状況をもと
に、食事・ライフスタイルについては、更新
および評価が可能で、妊娠中から使用できる
教材を作成した。また姿勢に関して、妊娠期、
産褥期の立位姿勢における骨盤計測、エコー
による腹部筋測定、質問紙調査の結果などを
分析し、姿勢に関連するマイナートラブルの
予防・改善を目指した支援につながる教材作
成を進めた。 
 
［トランスレーショナルリサーチコーディ
ネーター育成プログラムの開発と評価］ 
 これらの新しい技術を臨床に導入するた
めに、TR コーディネーター（TRC）育成プロ
グラムの開発と評価を行った。まず、国内外
で発表された TR に関する文献を収集し、TR
の既存の定義のコンセンサスならびに看護
における TR との異同、TRC の役割について、
検討し明確化を図った。その上で、TR を実施
している医療機関と共同し 5日間のプログラ
ムを実施した。参加した看護学系修士課程大
学院生 4 名の意見や習熟度から、プログラム
の効果と問題点を検討し、さらに、看護系大
学院生を対象にした TRCの育成プログラムを
実施し、臨床試験の実務経験のない看護系大
学院学生が TRC の役割を学ぶためには、体験
型授業を重視した本プログラムが効果的で
あることを見出した。最終的に、講義、ロー
ルプレイ、施設見学、事例検討、コーディネ
ーター実習などで構成された 2週間のプログ
ラムを策定し、体験型授業を重視したプログ
ラムは学生にとって有益であることを明ら
かにした。 
 
［トランスレーショナルリサーチが看護の
質に及ぼす影響の検討］ 
 TR システム導入予定病院の看護師を対象
としたフォーカスグループインタビュー行
い、現状とニーズを把握した。これに文献レ
ビューから、看護師の research awareness
指標を評価尺度の候補とし、その質問紙の作
成を行った。リサーチアウェアネス質問紙を
作成し、妥当性、信頼性を検証した。さらに、
TR の認知度、TR への態度、職務満足度、ケ

アの質の認識が TR 推進の障壁となる可能性
を明らかにした。さらに、看護師 15 名の面
接調査により、新しい知識や手順の導入・修
正に影響する要因を検討し、また、16 名の集
団討議より、臨床で活用しやすい研究結果の
公表・共有形式と新たな情報技術の浸透性や
活用可能性に関する知見を得た。 
 これら一連の研究により、看護学における
新たな TR の形を提案でき、今後の研究開発
への道筋を示すことに一定の寄与を果たせ
得た。本研究により明らかになった要件を実
装する TR システムを構築し、社会で評価す
ることが今後の課題として明確になった。 
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